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１ 池谷・入山モデル作り事業  

１－１ 山清水米直販 

・令和３年産米 

農民連に 111俵（6,600kg）、食と農を考える飛渡の会（食農会）に 166.5俵(9,990kg)、飛渡の未来を創

る会に 31.5俵（1,890㎏）出荷致しました。一般販売分としては、「山清水米」16,599.05kg , 「超特選 

農薬・化学肥料不使用『山清水米』はざ架け米」（以下はざ架け米）1,330kgを出荷致しました。 

 

・令和４年産米 

農民連に 120俵（7,200kg）、食と農を考える飛渡の会（食農会）に 12俵(720kg)出荷致しました。一般

配売分としては 3月末時点の発送済と予約分で 11,527.9kg、はざ架け米 1,350kgの販売量となっていま

す。年末の十日町市のふるさと納税の返礼品としての注文が減少してしまったことにより、昨年度より

販売量が減ってしまいました。はざ架け米は生産量も販売量も増やすことが出来ました。 

１－２ 農業生産 

2022年度は作付けできた面積が前年よりも増え、5町 3畝の田んぼを耕作することとなりました。収量

も前年度よりもさらに良くなりました。2020年度から土壌分析と現地指導をしてくれる肥料屋さんにア

ドバイスを頂きながら進めており、この年は試験的に HS２プロという高濃度腐植資材の比較実験を行

いました。結果として HS２プロという資材の効果が感じられました。 

また、米ぬかを八百結びの培養水®と混ぜて発酵させた肥料を使用したところ、微生物の量が増え、農

薬・化学肥料不使用の田んぼでの収穫量も増えました。とは言え、秋の稲刈りの際に田んぼがぬかるん

だり稲が倒伏したりして 10月末まで稲刈りに時間がかかってしまった点は改善の余地がありますので、

更なる高みを目指したいと思います。 

また、トラクターに取り付けられる 33 馬力でキャビン付きのツインモアという草刈機をクラウドファ

ンディングを達成して導入できた事で、草刈りの労働負荷がかなり軽減されました。 

１－３ 加工品 

今年度も山清水米白がゆは東京都と兵庫県の神社様から継続して注文いただきました。 

１－４ 体験交流 

「山清水米みんなの棚田」（棚田オーナー）は、標準コース 16口、小口コース 10口でした。 

6回の体験イベントを開催、合計 71名に参加いただきました。 

年間交流人数は 149名でした。（宿泊者 61名、訪問者 134名、メディア 10名、のべ計 205名） 

２ 地域おこし応援事業 

２－１ 視察・講演・研修会 

・視察 

2団体 3名の方にお越し頂きました。 

・講演、研修会 

オンラインも交えて 18会場で、1250名の方に聞いて頂きました。 

２－２ 地域おこし応援活動 

長野県栄村役場秋山支所より、農村 RMO 設立にあたって「地域ビジョンの作成」の話し合いを行う際

のファシリテーション実施の依頼を受けました。 
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全 4回の訪問を行い、実行を見据えた形のビジョンと計画を立てる事ができました。 

ファシリテーションに入る前は話し合いがうまくいかなかったとの事でしたが、ファシリテーターとし

て関わる事でスムーズに話し合いが進みました。 

また、当年度には事務局長の多田が十日町市商工会議所青年部の会長を務め、市内の事業者とのつなが

りを深めました。その中で、市内の様々な業種の企業と連携して特定地域づくり事業協同組合設立のた

めに動きました。 


